
茨城県水戸市飯富地区

【地区の概要】

水稲のほか、肥沃な土壌を活かし
た露地野菜や施設園芸作物などが
生産されている平地農業地域

担い手の確保が十分ではないた
め、新規参入の促進も必要

助成対象者の経営の状況と事業内容

【事業実施時の状況】
〈H29年度〉

○売上高 ２６百万円

○経営面積 ５０ａ

【現在の経営状況】
〈Ｒ元年度〉

○売上高 ６５百万円

○経営面積 １００ａ

【経営の経緯】

平成25年 夫と法人(広告代理店)を
設立

平成26年 農産物の生産・加工・販
売等の事業に着手
親戚の農園での実習やアイメック農
法の研修等を経て、12月に青年等
就農計画認定

平成27年 農業法人を設立、フルー
ツトマトの生産、トマトジュースの加
工等を開始

平成28年 農業経営改善計画認定
都内大手百貨店や地元大手スー
パー等との取引を開始、女性の雇
用を開始

地域農業の在り方等を踏まえた市町村支援計画等の概要

【支援内容・背景】

中心経営体への農地集積・集約化を進めるとともに、付加価値の高い特色のある園
芸作物の生産拡大や、６次産業化の推進等による所得の拡大を目指す

法人の代表者は、異業種を経て県外から２５歳で農業参入し、地域農業に中心的な
役割を担う者として期待される女性農業者であり、法人の経営発展を積極的に支援

《事業活用の背景》
○ フルーツトマトの需要量に対し生産量が不足していたため、農地を確保してハウスを増設し、フィルム栽培
システムや防除用機械を整備することで、作業の効率化と高品質・安定生産を目指す

《事業による整備内容》

○トマト栽培用ハウス

整備一式、動噴一式

事業費 64,339千円

（国費 29,786千円）

事業の
効果

〇 高品質なフルーツトマトの生産量を拡大し、大手百貨店等への安定供給により売上高の増加が実現

〇 新たなブランド農産物の確立、新規就農者の育成、雇用の創出に寄与

法人 施設園芸

（２４５％）

（２００％）

茨城県

水戸市



茨城県下妻市総上・大形地区

【地区の概要】

普通作主体の平坦農業地域で、ほ
場整備事業実施中の地区

家族経営で60～80歳代の零細農家
が多く、後継者不足となっている

助成対象者の経営の状況と事業内容

【事業実施時の状況】
〈H29年度〉

○売上高 22.5百万円

○経営面積 20.5ha

【現在の経営状況】
〈Ｒ２年度〉

○売上高 37.9百万円

○経営面積 26.3ha

【経営の経緯】

平成14年 継承により営農開始

平成26年 経営改善計画の認定

平成28年 人・農地プランの中心的
な担い手として位置付けられる

地域農業の在り方等を踏まえた市町村支援計画等の概要

【支援内容・背景】

地区内において担い手および後継者が不足しており、中心経営体に農地を集積・集
約し、地域農業の持続を支援していく必要がある

助成対象者は、人・農地プランの中心的担い手として位置付けられており、地区内外
での積極的な農地借り受けや作業受託を行っている。さらなる集積や規模拡大を支援
し、地域農業の維持・発展を図る

《事業活用の背景》
○ 経営拡大のために作業効率の向上が必要。ロータリー2台の導入により省力化を計画
○ 乾燥機を増設することで、1日あたりの収穫可能量を増やし、より多くの面積拡大を図る

《事業による整備内容》

○ロータリー 2.4m 1台

事業費1,500千円 (国費750千円)

○ロータリー 2.2m 1台

事業費1,000千円 (国費500千円)

○乾燥機 35石 1台

事業費1,500千円 (国費750千円)

事業の
効果

〇 省力化により面積を拡大し、売上高が増加

○ 中心経営体として地区内の農地借り受けを進め、耕作放棄地解消・防止に寄与

個人 普通作

（168％）

（128％）

茨城県

下妻市



茨城県行方市

【地区の概要】

 水田では稲作やレンコン、畑ではサ
ツマイモや葉物野菜などが栽培され
ている平地農業地域

 農業従事者の高齢化や後継者・担
い手不足が課題

助成対象者の経営の状況と事業内容

【事業実施時の状況】
〈H29年度〉

○売上高 33.9百万円

○経営面積 246a

【現在の経営状況】
〈Ｒ２年度〉

○売上高 75.2百万円

○経営面積 503a

【経営の経緯】

 平成21年 農業法人や苗木会社で
研修を行い、栽培技術や経営流通
学等を学ぶ

 平成25年 就農

 平成27年 小ネギやほうれん草を
販売

 平成28年 小ネギ、長ネギ、パク
チーを販売

 平成30年 青年農業士に認定

地域農業の在り方等を踏まえた市町村支援計画等の概要

【支援内容・背景】

 新たな担い手を育成・確保するため、市と関係機関が連携して、要件にあった資金や
補助金の活用を促し、就農から定着までのきめ細やかな支援を推進。

 助成対象者は、青年農業士として農場見学や就農相談会を行い、農業技術習得のた
めの指導等も行うことで、次世代の人材育成を支援。

《事業活用の背景》
○経営拡大に伴い農舎を建設。
〇作業の効率化を図るため、ネギ用の包装機を導入。

《事業による整備内容》

○農舎新築工事及び外構
付帯工事

事業費 33,215千円

（国費 11,600千円）

○自動包装機（ネギ用）

事業費 3,596千円

（国費 1,660千円）

○冷蔵庫

事業費 3,769千円

（国費 1,740千円）

事業の
効果

〇 機械等の導入により、作業の省力化・効率化が図られ、施設栽培の小ネギの売上高が拡大。

〇 農場見学やネギの収穫体験を行うことにより、地域の活性化に繋がっている。

個人 露地野菜

（221％）

（204％）

茨城県

行方市



栃木県市貝町小貝地区

【地区の概要】

平坦な水田のほか谷地にある水
田でも稲作が行われている地域。

土地改良済の水田を中心に担い
手による農地の引き受けが進んで
いるが、高齢化による離農も増加。

助成対象者の経営の状況と事業内容

【事業実施時の状況】
〈H29年度〉

○売上高 5.6百万円

○経営面積 25ha

【現在の経営状況】
〈Ｒ元年度〉

○売上高 13.5百万円

○経営面積 29.8ha

【経営の経緯】

平成15年 経営体育成基盤整備

事業の開始

平成18年 基盤整備後の農地の

担い手確保のため法人設立

平成18年 農業経営改善計画

の認定

地域農業の在り方等を踏まえた市町村支援計画等の概要

【支援内容・背景】

地区内の高齢化が進む中、地域の中心経営体への農地の集積・集約化を促進する
とともに、コスト削減・省力化等の経営発展に向けた支援を推進する必要

助成対象者は、地区内で大規模に水稲経営を営む者であり、今後、離農者が増加し
ていく中、それらの農地を引き受ける中心経営体として、さらなる経営面積の拡大等を
支援

《事業活用の背景》
○ 売上高の拡大を図るためには、高性能な機械の導入等による省力化を行い、経営面積の拡大が必要
〇 経営面積の拡大を実現するため、高性能な田植え機、ハロー及び乾燥機を導入し、作業時間の短縮・省力
化等を図る

《事業による整備内容》

○田植え機

事業費 3,400千円

（国費 1,700千円）

〇ハロー

事業費 1,900千円

（国費 950千円）

○乾燥機

事業費 1,730千円

（国費 865千円）

事業の
効果

〇作業時間の短縮・省力化の実現により、経営面積及び売上高の増加が実現

○地域の農地の受け手となる中心経営体としての地位が確立。さらなる集積・集約化に期待

法人 水田作

（241％）

（119％）

栃木県

市貝町



千葉県匝瑳市

【地区の概要】

主食用米を中心とした平地農業地
域

早場米地帯という特色を生かして
水稲を中心とした農業経営が展開
されている。

助成対象者の経営の状況と事業内容

【事業実施時の状況】
〈H29年度〉

○売上高 74,500千円

○経営面積 63ha

【現在の経営状況】
〈Ｒ２年度〉

○売上高 76,199千円

○経営面積 68ha

【経営の経緯】

平成２１年 法人設立

平成２１年 米研究会の会員とな
り「匝瑳の舞」を生産開始

平成２２年 経営改善計画の認定

地域農業の在り方等を踏まえた市町村支援計画等の概要

【支援内容・背景】

高齢化や後継者不足により米生産の担い手が減少しており、地域の意欲ある担い手
を確保し、経営面積の拡大を支援する。

助成対象者が取り組む「匝瑳の舞」は、環境にやさしい栽培方法により生産され、厳し
い基準で選別するため品質が高く、多くの固定客がついている。さらなる売上高向上の
ため、生産拡大と同時に安定した品質を確保できる生産体制の整備を支援する。

《事業活用の背景》
○経営規模拡大と効率化による生産量の増加により売上高の拡大を図る
〇高性能機械等の導入による効率化・省力化により経営面積の拡大を図る
○色彩選別機による厳しい選別を行い、「匝瑳の舞」の品質確保を図る

《事業による整備内容》

○遠赤外線乾燥機65石5台

○籾摺機2台

○色彩選別機2台

○トラクター54ps1台

○ロータリー2.2m1台

○コンバイン6条刈り1台

事業費 51,634千円

（国費 23,900千円）

事業の
効果

≪対象者≫作業効率化がすすみ、売上高と作付面積の拡大につながった。

≪地 区≫助成対象者が農地の受け手として面積拡大に取り組んだことにより、担い手不足の解消につながった。

面積拡大により「匝瑳の舞」の安定生産・出荷が実現し、固定客からの評価を維持。

法人 水田作

（１０２％）

（１０８％）

千葉県

匝瑳市



長野県白馬村神城地区

【地区の概要】

当地区は中山間地域だが多くの
農地は圃場整備が完了している。

農業者の高齢化が著しく、農業離
れが加速。農業法人への集積が進
んでいる。

助成対象者の経営の状況と事業内容

【事業実施時の状況】
〈H29年度〉

○経営コスト：

90,881円/10a

○経営面積： 101ha

【現在の経営状況】
〈Ｒ２年度〉

○経営コスト：

81,412円/10a

○経営面積： 133ha

【経営の経緯】

平成5年 農作業受託開始

平成16年 法人設立

平成26年 経営改善計画認定

地域農業の在り方等を踏まえた市町村支援計画等の概要

【支援内容・背景】

地区の中心的な担い手として農地の保全を図りながら、経営拡大による地区の農業
振興に取り組んでいる。

地区の担い手である助成対象者の経営発展に向けた支援を通じ、地区の耕作放棄
地の増加防止を目指す。

《事業活用の背景》
○ 農地の集積が進み経営面積増加が負担となっており、経営強化を図るためトラクターの他、フレールモア
等作業機を導入

《事業による整備内容》

○フレールモア １台

播種機 １台

牽引型シーダー １台

アッパーローター １台

ブームスプレイヤー １台

リバーシブルプラウ １台

トラクター １台

事業費 13,649千円

（国費 6,316千円）

事業の
効果

〇 高性能農業機械の導入により、作業の効率化が図られ、経営コストの低減や経営面積の拡大を実現

〇 地区の担い手として高齢農家等の農地を引き受け、人・農地プランにおける耕作放棄地の発生を抑制

法人 水稲

（11％改善）

（132％）

長野県

白馬村



静岡県浜松市中区・南区・東区・西区・北区・浜北区・天竜区

【地区の概要】

多様な地形が併存し、果樹を始め
野菜や水稲、茶葉など様々な作目
が作付けされている

高齢化、後継者不足とそれに伴う耕
作放棄地の増加

助成対象者の経営の状況と事業内容

【事業実施時の状況】
〈H29年度〉

○売上高 ３８百万円

○経営面積 １０㏊

作付品目
キャベツ
レタス
サニーレタス
トウモロコシ

【現在の経営状況】
〈Ｒ１年度〉

○売上高 ５８百万円

○経営面積 １２．３㏊

作付品目
キャベツ
レタス
サニーレタス
トウモロコシ
チンゲンサイ

【経営の経緯】

平成22年 農業生産法人に入社

平成28年 旧青年就農給付金事業
も活用し、独立して就農

（キャベツ、レタス等）

平成29年 経営改善計画の認定

平成31年 法人化

地域農業の在り方等を踏まえた市町村支援計画等の概要

【支援内容・背景】

次代の農業の維持・発展のため、新規就農者への支援及び既存の中心経営体の経営
発展に向けた支援が必要

助成対象者は事業申請時に就農間もない新規就農者であったが、経営者の視点を
持った優れた農業経営が期待できた事から、その経営規模拡大を支援

《事業活用の背景》
○経営規模拡大のため、販売量の増加と効率化が必要
○ハウス導入による経営安定と収量増加・作業効率化により、経営の拡大・安定を図る

《事業による整備内容》

○ハウス 2,000㎡

事業費22,248千円

（国費10,000千円）

事業の
効果

〇 収量増加と作業効率化により、売上高・経営面積増加が実現

〇 経営の発展・法人化により地域農業に定着。モデルとして今後の新規就農者への波及を期待

法人 露地・施設野菜

（１５３％）

（１２３％）

静岡県

浜松市



静岡県浜松市中区・南区・東区・西区・北区・浜北区・天竜区

【地区の概要】

多様な地形が併存し、果樹を始め
野菜や水稲、茶葉など様々な作目
が作付けされている

高齢化、後継者不足とそれに伴う耕
作放棄地の増加

助成対象者の経営の状況と事業内容

【事業実施時の状況】
〈H29年度〉

○売上高 ３０百万円

○経営面積 ４４４ａ

【現在の経営状況】
〈Ｒ１年度〉

○売上高 ４１百万

○経営面積 ６０７ａ

【経営の経緯】

昭和54年 先代がみかん農家

として営農開始

平成23年 後継者が経営 に参

加

平成29年 法人化及び法人

として経営改善計画の

認定。同時期に助成対象者

に経営継承

地域農業の在り方等を踏まえた市町村支援計画等の概要

【支援内容・背景】

次代の農業の維持・発展のため、新規就農者への支援及び既存の中心経営体の経営
発展に向けた支援が必要

助成対象者は、地域では数少ない法人化したみかん農家として、地域農業をけん引す
る事が期待される事から、その経営の拡大・安定を支援

《事業活用の背景》
○ 経営拡大のため機械化による作業効率の向上が必要
○ 薬剤・肥料散布機を導入し、管理作業効率化により経営拡大を図る

《事業による整備内容》

○自走式薬剤散布機

1,000ℓ

事業費 5,929千円

（国費2,960千円）

○自走式肥料散布機

200ℓ

事業費 680千円

（国費 340千円）

事業の
効果

〇 管理作業の機械化により省力化が図られ、経営面積・売上の拡大が実現

〇 経営基盤確立の好例として他経営体への波及及び地域農業発展のけん引を期待

法人 果樹

（137％）

（137％）

静岡県

浜松市


